
心不全かも…

それ
って

もしかして

〒380-0814 長野市西鶴賀町1570
TEL：026-234-3211　FAX：026-234-1493　
https://www.nagano-chuo-hospital. jp/

発行人／番場 誉 　　編　集／長野中央病院広報委員会

紙面内の一部写真では、感
染対策を行ったうえで表情
が伝わりやすいように一時
的にマスクを外しています。

長野中央病院だよりしなのき vol.25Shinanoki
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特集「心不全」と長野中央病院の取り組みcontents
心臓の機能が低下し、血液を十分に送り出せない状態のことです。

心不全
とは？

急速に進行する
心不全の症状

年のせいにしていませんか？
広報誌「しなのき」（以下、しなのき）はこれまでどのくらい読ま
れましたか？※ よろしければその理由をお聞かせください。
　①毎回　②ときどき　③ほとんど読まない　④読まない
　理由

Q1で「読まない」と回答した方はその理由を教えてください。 ※
　①文字が見づらいから　②読みたい情報がないから　
　③内容がわかりづらいから　④面白くないから
　⑤その他

紙面の文字の量は適当ですか？※
　①多い　②やや多い　③ちょうどよい　④やや少ない　⑤少ない

「しなのき」の内容はわかりやすいですか？※
　①難しい　②やや難しい　③普通　④わかりやすい
　⑤とても分かりやすい

医療に関してどのようなことに興味・関心がありますか？ 
（複数回答可） ※

　①病気（病名・症状・治療）　②病気の予防　③食事・レシピ
　④お薬　⑤運動や体操　⑥医療機器　⑦医療制度
　⑧長野中央病院の取り組み　⑨救急医療　⑩災害対策　⑪人間ドック
　⑫感染対策　⑬医療安全　⑭医師やスタッフの紹介
　⑮専門職（看護師や診療放射線技師など）の業務内容　⑯人生会議
　⑰その他

宛先▶〒380-0814 長野市西鶴賀町1570　宛名▶長野中央病院　総務課　
アンケートの回答、性別、年代、お名前★、ご住所★　をご記入ください。
（★はプレゼントを希望する方のみ記入）

ハガキでの
応募はこちら

アンケートフォーム
からの応募はこちら

Q1

Q2

Q3

Q5

Q6

Q7

Q8

Q4

体重が増えた

よく息切れを
する

動悸がする

足のむくみが
気になる

アンケートにご協力ください。
ご覧になった印象や、今後取り上げてほしいテーマなど、「しなのき」へのご意見やご
感想をお寄せください。アンケートにお答えいただいた方の中から、抽選で20名様
に500円分のクオカードを差し上げます。ご応募はハガキ、FAX、またはアンケート
フォームから。皆さまのご応募お待ちしております。

※当選結果は商品の発送をもっ
てかえさせていただきます。いた
だいた個人情報はプレゼントの
発送のみに使用し、第三者に提
供することはございません。※の回答は必須項目になります。

FAX 026-234-5627
FAXでアンケートを回答される方はコピーしてお使いください。FAXでの

応募はこちら2022年 11月30日（水）応募締切

気になる病気を教えてください。（複数回答可） ※
　①心臓の病気　②肺の病気　③肝臓・すい臓の病気　④腎臓の病気
　⑤骨・関節の病気　⑥胃・食道の病気　⑦小腸・大腸の病気
　⑧目の病気　⑨皮膚の病気　⑩脳の病気　⑪耳・鼻・のどの病気
　⑫こころの病気　⑬感染症　⑭婦人科の病気
　⑮その他

今後取り上げて欲しいテーマを教えてください。

ご意見・ご感想がありましたら教えてください。

お読みいただき
ありがとう
ございます！

性 別 男 ・ 女 年 代

お名前★

代

ご住所★ 〒

★はプレゼントを希望する方のみご記入お願いいたします。

クオカード
プレゼント!!
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23 しなのきしなのき

特 集 心不全

　

 

心不全

Special topic

特 集

23 しなのきしなのき

本
当
に
怖
い
心
不
全

早
期
発
見
と
自
己
管
理
が
大
切

　「心不全」とは心臓のポンプ機能がうまく働かず、全身の血液循環が
滞ってしまう状態のことです。
　心不全を発症した場合、急性期は病気の原因を取り除き、心臓の負担を
軽くする治療を行います。しかし、一度弱った心臓を根治させることは
難しく、慢性心不全として長期的につきあっていく人がほとんどです。
治療を続けていても徐々に進行していく恐れがあります。

心不全とは

　心不全は狭心症、心臓弁膜症、不整脈などのあらゆる心臓病が主な原
因です。それらの心臓病が進行した先に、心不全という状態があります。
高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病も心不全を引き起こす心
臓病の原因になりえるため、食生活や運動、喫煙、飲酒などにも注意が必
要です。まずは原因となる病気を早期に見つけて治療をきちんと受け、進
行のスピードを少しでも緩められるように毎日の血圧や体重など自分の
体をよく知り、管理することが大切です。

主な原因

河野 恆輔 医師
こうの つねすけ

副院長
心臓病センター長・循環器内科部長

林 充那登 医師
はやし み　な　と

循環器内科

磯村 彰吾 医師
いそむら しょうご

低侵襲治療部門
心臓血管外科部長

心不全の主な原因

心不全は
あらゆる心臓病が
進行した病状

病気などで心臓に負担がかかった状態

STEP

1
加齢や

生活習慣病
など

STEP

2
心臓病

STEP

3
心不全

心臓に酸素や栄養分を運ぶ冠
動脈。この冠動脈の内径が狭く
なった状態が「狭心症」、詰まっ
て血液が流れなくなり、心筋（心
臓を動かす筋肉）が壊死してし
まう状態が「心筋梗塞」です。症
状として、主に胸の痛みや、締め
つけられるような圧迫感を覚え
ます。

薬物治療のほか、心臓カテーテ
ル治療や冠動脈バイパス手術を
行います。心臓カテーテル治療
は、患者さんの体に負担をかけに
くい方法として積極的に導入さ
れており、死亡率の低下に大きく
寄与しています。当院でも数多く
の実績があります。

長野中央病院 での 治療は…

主な原因1 狭心症・心筋梗塞

不整脈とは、脈がゆっくり打つ、
速く打つ、または不規則に打つ
状態をいいます。心配のいらな
いタイプから治療が必要なもの
まで様々ですが、命にかかわる
不整脈もあるので早めの検査が
おすすめです。息切れやめまい、
動悸などの症状があったら早め
に検査をしましょう。

不整脈のタイプによっても異なり
ますが、内服による保存的治療で
はなく、心臓の異常な電気信号を
遮断するカテーテルアブレーショ
ンによる根治手術が主流です。患
者さんごとに最適なアブレーショ
ン治療を見極め、増え続ける不整
脈治療に対応しています。

長野中央病院 での 治療は…

主な原因3 不整脈

心臓の弁が正常に働かなくなり、
心臓のポンプ機能に支障をきた
してしまう病気です。息切れや胸
の痛みなどの初期症状を「年だ
から」と思いがちなため注意が
必要です。

大動脈弁狭窄症に対する治療法
「TAVI」をはじめ、患者さんにとっ
て身体への負担が少ない低侵襲
な治療を提供しています。

長野中央病院 での 治療は…

主な原因2 心臓弁膜症

狭心症・心筋梗塞
心臓に血液を送る
冠動脈が詰まる・
心臓の筋肉が
壊死する

詳しくは
次のページ

高血圧
血圧が正常より
高い状態が

繰り返されている

心筋症
心筋の異常により、
心臓のポンプ機能に
支障をきたす

不整脈
脈のリズムや
頻度が一定
でなくなる

詳しくは
次のページ

心臓弁膜症
心臓にある弁に
障害が起き、
血流に異常が
起こる

詳しくは
次のページ
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心
不
全
の
原
因
疾
患
を
早
期
に
治
療

し
、日
々
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

で
心
不
全
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、心
不
全
発
症
予
防
の
基
本

は
、リ
ス
ク
要
因
を
増
や
さ
ず
病
気
を

進
行
さ
せ
な
い
た
め
の
自
己
管
理
で

す
。当
院
で
は
心
不
全
と
診
断
さ
れ
た

患
者
さ
ん
に「
心
不
全
手
帳
」を
お
渡
し

し
て
、ハ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
療
養
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
心
不
全
と
診
断
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
方
で
も
日
常
生
活
で
胸
痛
や
息

切
れ
、動
悸
、足
の
む
く
み
、疲
れ
や
す

さ
な
ど
、少
し
で
も
違
和
感
を
覚
え
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば「
年
の
せ
い
」で

片
付
け
て
し
ま
わ
ず
に
、ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。心
不

全
の
対
策
に
は
、早
期
発
見
と
自
己
管

理
が
大
切
で
、そ
の
た
め
に
も
年
に
一

度
は
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。ぜ
ひ
大
切
な
自
分
の
体

を
見
つ
め
る
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　　
自
己
管
理
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、患

者
さ
ん
ご
自
身
や
医
師
・
看
護
師
が
患

者
さ
ん
の
体
調
の
変
化
を
早
く
見
つ
け

る
た
め
に「
心
不
全
手
帳
」を
導
入
し
ま

し
た
。そ
の
手
帳
を
有
効
に
使
い
な
が

ら
地
域
全
体
で
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
に
、当
院
と
連
携
医
療
機

関
と
が
患
者
さ
ん
の
情
報
を
共
有
す
る

「
地
域
連
携
パ
ス
」の
取
り
組
み
も
始
め

ま
し
た
。今
後
は
往
診
の
先
生
方
や
訪

問
看
護
・
介
護
の
方
な
ど
、患
者
さ
ん
を

取
り
巻
く
よ
り
多
く
の
方
々
と
連
携
を

と
り
、ご
自
宅
に
帰
っ
た
後
も
安
心
し

て
最
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、継
続

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

が
、心
不
全
の
原
因
と
な
る
心
臓
病
の

治
療
や
生
活
習
慣
の
改
善
・
自
己
管
理

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、悪
化
を

防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
当
院
の
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
で
は
、循

環
器
内
科
医
と
心
臓
血
管
外
科
医
を
含

む
多
職
種
で
構
成
さ
れ
た
ハ
ー
ト
チ
ー

ム
が
協
力
し
て
心
臓
病
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。ハ
ー
ト
チ
ー
ム
は
長
年
に
わ

た
る
経
験
と
新
た
な
技
術
、知
識
を
携

え
、患
者
さ
ん
の
病
状
や
意
向
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
を
鑑
み
て
、急
性
期
は
手
術

や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
最
適
な
治
療

法
を
提
案
し
、慢
性
期
に
は
体
重
・
血

圧
・
運
動
・
栄
養
指
導
と
い
っ
た
自
己
管

理
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
各
専
門
職
が

協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

45 しなのきしなのき

　

　

45 しなのきしなのき

加
齢
や
長
年
の
心
臓
へ
の
負
荷
が
原
因

高
齢
者
の
罹
患
率
が
高
い
心
不
全

　
心
臓
は
心
筋
と
い
う
筋
肉
で
で
き
て

い
ま
す
。年
を
重
ね
る
と
、手
足
の
筋
力

が
衰
え
る
の
と
同
じ
よ
う
に
心
筋
も
衰

え
、全
身
に
血
液
が
行
き
渡
り
に
く
く

な
り
ま
す
。ま
た
、長
年
に
わ
た
っ
て
生

活
習
慣
病
な
ど
で
心
臓
に
負
担
を
か
け

て
い
る
と
、心
臓
の
働
き
が
悪
く
な
り

ま
す
。心
不
全
の
罹
患
率
は
高
齢
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。

　
一
度
心
不
全
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

根
治
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
病
気
で
す

急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で

ハ
ー
ト
チ
ー
ム
が
サ
ポ
ー
ト

板本医師が日々切磋琢磨し、刺激を感じるハートチームのスタッフ。

大
切
な
の
は

早
期
発
見
と
自
己
管
理

急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で

急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で

ハ
ー
ト
チ
ー
ム
と
地
域
全
体
で
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

ハ
ー
ト
チ
ー
ム
と
地
域
全
体
で
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

徐々に進行する心不全の治療においては、痛くて苦しいこ
ともありますが、前向きに治療に取り組む方には頭が下が
り、患者さんから勇気をもらうことがたくさんあります。当た
り前のことですが、医師は患者さんがいるからこそ成立する
仕事です。自身の専門領域ですら未だに広く深く、日々学ぶ
ことがたくさんあると感じています。学んだことを少しずつで
も周りに還元していきたいと思っています。

私自身の若い頃と比べ、医薬の進
歩は本当にすさまじい。後れをとら
ないよう日々学んでいます。

日々勉強�

よく食べて、よく寝る。心身が安定
していないと良い仕事ができない
と思います。

自分の健康を第一に�

私自身が幸せでないと、患者さんを
幸せにできないと思います。

自分が幸せであること�

最近幸せを感じたのが文庫本
「赤毛のアン」。どんな苦難にも
めげずに、普段の生活を楽しむ
姿は見習いたいことばかりです。

����

［インタビュー］

心不全

Interview

特 集

特 集 心不全

私が大事に

しているこ
と

医師板本 智恵子
いたもと ち え こ

内科統括部長・救急部部長
循環器内科

お話を伺った先生

自己管理のためのツール
「心不全手帳」

医師齊藤 和紀
さいとう か ず き

循環器内科 2022年10月
長野中央病院に
帰任しました。
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長野中央病院
地域の

かかりつけ医

● 月に一度の定期受診
● 検査、投薬など

● 半年に一度の経過観察
● 専門機器による検査

患者さん
病院間での患者さんの情報
共有で最適な治療や健康管
理のサポートをします。

連携連携

病院間で
やり取りする
地域連携
パス

心不全
手帳

1

67 しなのきしなのき

　

佐藤さん（仮名）

医療法人 竹内医院（長野市）
院長 竹内 宏行 医師

相互連携で安心サポート 大切なのはセルフコントロール 

患者さんに
お聞き
しました

開業医の先生に
お聞き
しました

    

  Patient 's Voice

67 しなのきしなのき

A5サイズの心不全手帳。患者さんが自分の血圧や自覚症状を記入する「毎日の記録」の他に、
患者さんの疾患や治療歴、生活上の留意点なども掲載されている。

日
々
の
自
己
管
理
で

心
不
全
の
悪
化
サ
イ
ン
が
な
い
か
確
認

周
囲
で
情
報
を
共
有
し

ご
自
宅
で
も
最
適
な
生
活
維
持
を
応
援

心
不
全
手
帳
を
使
っ
て
み
て

　「
本
人
は『
良
か
っ
た
こ
と
は
こ

れ
と
い
っ
て
な
い
』と
言
い
ま
す

が
、一
緒
に
暮
ら
す
家
族
か
ら
す
る

と
、母
の
体
の
状
態
が
目
に
見
え
て

わ
か
る
の
で
、と
て
も
便
利
で
重
宝

し
て
い
ま
す
」と
話
す
患
者
さ
ん
に

付
き
添
う
息
子
さ
ん
。

 

「
今
ま
で
は
自
宅
で
血
圧
を
測
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

手
帳
が
あ
る
か
ら
血
圧
を
毎
日
測

る
こ
と
が
習
慣
化
さ
れ
ま
し
た
。私

が
測
っ
て
、母
が
読
み
、私
が
記
入

し
て
い
ま
す
。実
際
に
測
っ
て
み

て
、血
圧
が
一
日
の
中
で
結
構
変
化

す
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」

  

地
域
連
携
パ
ス
を
使
っ
て
み
て

　
地
域
連
携
パ
ス
は
、検
査
結
果
や

投
薬
内
容
な
ど
患
者
さ
ん
の
治
療

経
過
を
か
か
り
つ
け
医
と
病
院
と

の
間
で
共
有
で
き
る
の
で
、切
れ
目

の
な
い
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

患
者
さ
ん
の
安
心
に
も
繋
が
り
好

評
で
す
。

　
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
患
者
さ
ん

の
体
の
状
態
を
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
病
状
の
変
化
に
い
ち
早

く
気
付
け
、す
ぐ
に
病
院
と
連
携
が

と
れ
る
こ
と
で
す
。

　
限
ら
れ
た
診
察
時
間
の
中
で
も

病
院
と
同
じ
心
不
全
管
理
が
で
き

る
地
域
連
携
パ
ス
は
、患
者
さ
ん
の

心
不
全
管
理
に
と
て
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

Doctor's Voice

［取り組み］

心不全

attempt

特 集

地域連携
パス

2

特 集 心不全

長野中央病院
の

取り組み

長野中央病院
の

取り組み

　
地
域
連
携
パ
ス
と
は
、地
域
の

か
か
り
つ
け
医
と
当
院
が
連
携

し
て
患
者
さ
ん
の
心
不
全
治
療

を
す
す
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

患
者
さ
ん
の
病
状
や
検
査
結
果
、

投
薬
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行

い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
は
、月
に
１
回
は
地

域
の
か
か
り
つ
け
医
に
定
期
通

院
を
し
て
い
た
だ
き
、半
年
に
１

回
は
当
院
で
検
査
と
診
察
を
受

け
ま
す
。そ
の
半
年
間
の
患
者
さ

ん
の
状
況
と
治
療
に
関
す
る
詳

細
が「
地
域
連
携
パ
ス
」に
よ
っ

て
わ
か
り
、よ
り
患
者
さ
ん
を
理

解
し
た
治
療
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
心
不
全
の
患
者
さ
ん
は
日
常
生
活
の
自
己

管
理
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
当
院
で
は
昨
年
度
か
ら「
心
不
全
手
帳
」を

導
入
し
、患
者
さ
ん
に
血
圧
、飲
水
量
、体
重
、

運
動
の
有
無
、息
切
れ
や
む
く
み
な
ど
の
自
覚

症
状
を
毎
日
記
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
わ
ず
か
な
体
の
変
化
に
も
気
付

き
や
す
く
な
り
、早
期
治
療
に
生
か
せ
ま
す
。

　
当
初
は
毎
日
記
入
す
る
こ
と
を
負
担
に
感

じ
て
い
た
患
者
さ
ん
も
、継
続
す
る
こ
と
で
自

分
の
体
の
状
態
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
り

「
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
役
立
っ
て
い
る
」と

の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
院
内
で
も
、退
院
後
に
再
入
院
と
な
る
方
の

減
少
や
、体
に
異
変
を
感
じ
ら
れ
た
方
が
早
め

に
受
診
し
早
期
治
療
を
開
始
で
き
る
な
ど
、心

不
全
手
帳
の
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

昭和57年、聖マリアンナ医科大学卒業。同大学
第一内科入局後、平成8年、竹内医院院長に就
任。以後、長野血管ケア研究会、心を考える内科
医の会の世話人を歴任し、平成19年、長野県健康
づくり事業団専門委員会委員長に就任。
趣味はゴルフ、マジック、ボウリング。ボウリングで
は300点を記録し、自身2回目となるパーフェクト
を達成。（令和4年10月）
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心不全かも…

それ
って

もしかして

〒380-0814 長野市西鶴賀町1570
TEL：026-234-3211　FAX：026-234-1493　
https://www.nagano-chuo-hospital. jp/

発行人／番場 誉 　　編　集／長野中央病院広報委員会

紙面内の一部写真では、感
染対策を行ったうえで表情
が伝わりやすいように一時
的にマスクを外しています。

長野中央病院だよりしなのき vol.25Shinanoki
2022.11

特集「心不全」と長野中央病院の取り組みcontents
心臓の機能が低下し、血液を十分に送り出せない状態のことです。

心不全
とは？

急速に進行する
心不全の症状

年のせいにしていませんか？
広報誌「しなのき」（以下、しなのき）はこれまでどのくらい読ま
れましたか？※ よろしければその理由をお聞かせください。
　①毎回　②ときどき　③ほとんど読まない　④読まない
　理由

Q1で「読まない」と回答した方はその理由を教えてください。 ※
　①文字が見づらいから　②読みたい情報がないから　
　③内容がわかりづらいから　④面白くないから
　⑤その他

紙面の文字の量は適当ですか？※
　①多い　②やや多い　③ちょうどよい　④やや少ない　⑤少ない

「しなのき」の内容はわかりやすいですか？※
　①難しい　②やや難しい　③普通　④わかりやすい
　⑤とても分かりやすい

医療に関してどのようなことに興味・関心がありますか？ 
（複数回答可） ※

　①病気（病名・症状・治療）　②病気の予防　③食事・レシピ
　④お薬　⑤運動や体操　⑥医療機器　⑦医療制度
　⑧長野中央病院の取り組み　⑨救急医療　⑩災害対策　⑪人間ドック
　⑫感染対策　⑬医療安全　⑭医師やスタッフの紹介
　⑮専門職（看護師や診療放射線技師など）の業務内容　⑯人生会議
　⑰その他

宛先▶〒380-0814 長野市西鶴賀町1570　宛名▶長野中央病院　総務課　
アンケートの回答、性別、年代、お名前★、ご住所★　をご記入ください。
（★はプレゼントを希望する方のみ記入）

ハガキでの
応募はこちら

アンケートフォーム
からの応募はこちら

Q1

Q2

Q3

Q5

Q6

Q7

Q8

Q4

体重が増えた

よく息切れを
する

動悸がする

足のむくみが
気になる

アンケートにご協力ください。
ご覧になった印象や、今後取り上げてほしいテーマなど、「しなのき」へのご意見やご
感想をお寄せください。アンケートにお答えいただいた方の中から、抽選で20名様
に500円分のクオカードを差し上げます。ご応募はハガキ、FAX、またはアンケート
フォームから。皆さまのご応募お待ちしております。

※当選結果は商品の発送をもっ
てかえさせていただきます。いた
だいた個人情報はプレゼントの
発送のみに使用し、第三者に提
供することはございません。※の回答は必須項目になります。

FAX 026-234-5627
FAXでアンケートを回答される方はコピーしてお使いください。FAXでの

応募はこちら2022年 11月30日（水）応募締切

気になる病気を教えてください。（複数回答可） ※
　①心臓の病気　②肺の病気　③肝臓・すい臓の病気　④腎臓の病気
　⑤骨・関節の病気　⑥胃・食道の病気　⑦小腸・大腸の病気
　⑧目の病気　⑨皮膚の病気　⑩脳の病気　⑪耳・鼻・のどの病気
　⑫こころの病気　⑬感染症　⑭婦人科の病気
　⑮その他

今後取り上げて欲しいテーマを教えてください。

ご意見・ご感想がありましたら教えてください。

お読みいただき
ありがとう
ございます！

性 別 男 ・ 女 年 代

お名前★

代

ご住所★ 〒

★はプレゼントを希望する方のみご記入お願いいたします。

クオカード
プレゼント!!

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

1018しなのき25.pdf   1   2022/10/18   19:25


